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他
校
に
類
を
見
な
い
大
食
堂
を
建
設

シ
リ
ー
ズ
●

昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）

大
学
の
未
来
が
見
え
る

平
生
釟
三
郎
の
こ
と
ば�

�
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平
生
釟
三
郎
述
「
私
は
斯
う
思
ふ
」（
昭
和
11
年
発
行
）よ
り
�

日
本
が
新
し
い
年
号
「
昭
和
」
に
改
ま
っ
た

翌
年
、
昭
和
２
年
（
１
９
２
７
年
）
に
平
生
釟

三
郎
は
、
学
園
に
５
万
円（
当
時
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
１
０
０
０
人
分
の
月
給
）も
の
大
金
を
寄

付
し
て
食
堂
を
建
設
。
そ
れ
は
、
当
時
の
学
校

と
し
て
は
ま
れ
に
見
る
、
機
械
化
さ
れ
た
清
潔

な
大
調
理
室
を
備
え
、
５
０
０
人
に
同
時
に
給

食
で
き
る
、
他
校
に
類
を
見
な
い
大
規
模
の
食

堂
で
し
た
。

正
午
、
全
ク
ラ
ス
の
生
徒
が
集
合
す
る
と
ベ

ル
が
鳴
り
、
い
っ
せ
い
に
同
じ
献
立
の
昼
食
を

と
る
風
景
は
ま
さ
に
圧
巻
。
楽
し
気
に
食
事
を

と
る
生
徒
た
ち
の
間
に
は
、
校
長
を
は
じ
め
と

す
る
教
職
員
も
加
わ
り
、
自
由
に
懇
談
す
る
な

か
で
、
師
弟
の
関
係
を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
食
堂
内
で
は
、
生
徒
が
自
主
的
に
運

営
す
る
行
事
も
さ
か
ん
に
行
わ
れ
、
ど
こ
か
の

部
が
試
合
に
勝
っ
て
優
勝
旗
や
カ
ッ
プ
を
持
ち

帰
る
と
、
入
口
に
飾
っ
て
喜
び
を
共
に
す
る
と

い
う
習
慣
も
誕
生
。
平
生
は
食
堂
を
教
育
の
場

と
し
て
考
え
て
い
た
の
で
す
。

食堂は、生徒・教職員が相交わって懇談できる、学内社交の場のひとつでもあった。
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〈今回の表紙〉
ベンチに座り、楽し気に会話を弾ませる
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甲南大学1号館前に「甲南学園災害記念碑」

があります。これは、阪神大水害と阪神・淡路

大震災を後世に伝えるために建立されたもの

で、平生釟三郎先生の「常ニ備ヘヨ」のことば

と、理事長・学長連名による「天の災いを試練

と受け止め、常に備えて、悠久の自然と共に生

き、輝ける未来を開いていこう」という碑文が

刻まれています。

自然は時として、私たちに厳しい試練を与え

ます。災害によって被害を受けた多くの人びと

の悲しみや苦しみを忘れないためにも、このこ

とを心に留め、自然を守り、感謝し、甲南大学

と神戸の地の発展に努力することこそが、私た

ちの役目であり、真の慰霊になるのだというこ

とを、この碑は静かに教えてくれるのです。

甲 南 大 学 ・ 再 発 見

常ニ備ヘヨ

D i s c o v e r  
K o n a n

目　次

外枠のみかげ石の色で阪神大震災の
発生時刻5時46分を示しています。

記念碑に刻まれた「常ニ備ヘヨ」のことば

Ⅳ

Ⅳ

情
報
化
や
国
際
化
な
ど
大

学
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き

く
変
化
し
て
い
ま
す
。
21
世

紀
を
迎
え
、
そ
う
し
た
現
代

社
会
の
要
請
に
対
応
す
べ
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
改
革
を
行
う
甲

南
大
学
。
今
回
は
、
そ
の
具

体
的
な
取
り
組
み
や
、
拠よ

り

所
と
な
る
教
育
理
念
な
ど
を

通
し
て
、
甲
南
大
学
が
描
く

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

甲
南
大
学
の

21
世
紀
ビ
ジ
ョ
ン

新
し
い
時
代
の
大
学
教
育
を
め
ざ
し
て

特
集
◎

特
集
◎

3



文
学
部
に
「
歴
史
文
化
学
科
」
が

誕
生
、理
学
部
は
「
理
工
学
部
」
へ

改
編大

学
は
人
類
が
築
い
て
き
た
知
を
継

承
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
知
を
開
拓

す
る
こ
と
を
そ
の
役
割
と
し
て
い
ま
す
。

甲
南
大
学
も
開
学
以
来
、
学
部
・
大

学
院
の
充
実
を
は
か
り
、
５
学
部
13
学

科
、
３
研
究
科
12
専
攻
を
擁
す
る
総
合

大
学
に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

21
世
紀
を
迎
え
た
今
、
新
し
い
コ
ン
セ

プ
ト
を
持
つ
「
教
育
」
の
創
造
を
め
ざ

し
て
、い
っ
そ
う
の
躍
進
を
と
げ
ま
す
。

文
学
部
に
「
歴
史
文
化
学
科
」
を
新

設
し
、
理
学
部
は
「
理
工
学
部
」
に
名

を
改
め
４
学
科
に
再
編
。
新
世
紀
に
向

け
て
、
甲
南
大
学
の
「
学
び
」
の
世
界

は
さ
ら
に
大
き
く
広
が
り
ま
す
。

「
歴
史
」
と
「
地
域
・
環
境
」の

２
領
域
か
ら
、未
来
を
追
究
す
る

「
歴
史
文
化
学
科
」

文
学
部
に
新
し
く
加
わ
る
「
歴
史
文

化
学
科
」
は
、
日
本
史
・
東
洋
史
・
西

洋
史
と
い
う
歴
史
分
野
だ
け
で
な
く
、

地
理
学
や
文
化
人
類
学
の
分
野
も
含

む
、広
い
領
域
を
対
象
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
特
色
は
、
歴
史
と
い
う
時

間
軸
と
、
地
域
と
い
う
空
間
の
軸
を
あ

わ
せ
持
つ
こ
と
。
と
り
わ
け
、
甲
南
大

学
が
立
地
す
る
神
戸
の
歴
史
文
化
に
着

目
し
、
地
域
の
未
来
創
造
に
寄
与
す
る

こ
と
を
視
野
に
入
れ
た
教
育
・
研
究
を

重
視
し
て
い
ま
す
。

単
に
歴
史
を
振
り
返
る
だ
け
で
な

く
、「
歴
史
」
と
「
地
域
・
環
境
」の
２

領
域
を
通
し
て
、
よ
り
広
く
、
よ
り
深

く
、
人
類
の
未
来
を
追
究
し
ま
す
。

理
学
と
工
学
の
新
た
な
融
合
を

め
ざ
す「
理
工
学
部
」

理
学
部
は
、
１
９
５
７
年
の
発
足
以

来
、
純
粋
理
学
と
工
学
の
融
合
を
視
野

に
入
れ
た
教
育
・
研
究
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。

そ
し
て
こ
の
度
、
理
学
部
は
時
代
の

変
化
や
科
学
技
術
の
新
た
な
展
開
の
も

と
、
社
会
的
要
請
に
よ
り
応
え
ら
れ
る

教
育
研
究
を
目
指
し
「
理
工
学
部
」
と

し
て
再
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

「
理
工
学
部
」
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
の
専
門
知
識

を
修
得
し
た
上

で
、
現
象
と
問
題

の
根
源
を
と
ら

え
、
課
題
解
決
能

力
に
優
れ
た
人
材

を
養
成
し
、
次
代

の
科
学
・
技
術
を

担
う
者
に
必
要
な

創
造
性
を
培
う
こ

と
に
力
点
を
置
き

ま
す
。
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甲
南
大
学
の
新
た
な

取
り
組
み

文学部�

理工学部�

経済学部�

法学部�

経営学部�

日本語日本文学科�

英語英米文学科�

社会学科�

人間科学科�

歴史文化学科�

物理学科�

生物学科�

経済学科�

法学科�

経営法学科�

経営学科�

機能分子化学科�

情報システム工学科�

人文科学研究科�

自然科学研究科�

社会科学研究科�

日本語日本文学専攻�

英語英米文学専攻�

応用社会学専攻�

日本語日本文学専攻�

英語英米文学専攻�

応用社会学専攻�

人間科学専攻�人間科学専攻�

物理学専攻� 物理学専攻�

生命・機能科学専攻�

経済学専攻�

法学専攻�

経営学専攻� 経営学専攻�

化学専攻�

生物学専攻�

情報・システム科学専攻� 情報・システム科学専攻�

修士課程� 博士後期課程� 21
世
紀
を
見
据
え
た
、

甲
南
大
学
の
新
し
い
教
育
環
境

甲南大学の21世紀ビジョン
新しい時代の大学教育をめざして

21
世
紀
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
甲
南
大
学
は
今
年
、
開
学
50
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
私
た
ち
は
新
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
大
学

教
育
を
実
現
さ
せ
る
べ
く
、
よ
り
優
れ
た
教
育
環
境
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
試
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

”情
報
化
“”国
際
化
“な
ど
社
会
の
要
請
に
応
じ
た
人
材
を
育
て
る
た

め
の
環
境
・
体
制
を
整
え
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
を
語
る

上
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
課
題
で
す
。
甲
南
大
学
で
は
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教
育
の
推
進
や
情
報
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
を
行
い
、

社
会
の
流
れ
に
対
応
し
た
教
育
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
膨
大
な
量
の
情
報
が
飛
び
交
う
現
代
社
会
に
お
い
て
、
実

際
に
人
と
向
き
合
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
くfa

c
e
to

　

face

の
精
神
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
ど
う
し

や
異
文
化
を
も
っ
た
人
び
と
と
語
り
合
い
、
考
え
を
ぶ
つ
け
合
う
そ
の

プ
ロ
セ
ス
で
、
自
分
自
身
の
生
き
方
が
形
成
さ
れ
て
い
く
か
ら
で
す
。

学
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

甲
南
大
学
長

吉
沢
　
英
成

教
育
発
展
の
た
め
の

土
台
づ
く
り

『
新
し
い
学
び
』の
創
造
に

向
か
っ
て

新
学
部
・
新
学
科

新 し い 学 び

■甲南大学の構成・組織
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甲南大学の21世紀ビジョン
新しい時代の大学教育をめざして

大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
人
間
科

学
専
攻
に

博
士
後
期
課
程
を
設
置

凶
悪
犯
罪
な
ど
の
社
会
問
題
、
家
庭

内
暴
力
や
児
童
虐
待
な
ど
の
家
庭
問

題
、
不
登
校
や
い
じ
め
な
ど
の
教
育
問

題
…
…
。
人
間
の
内
面
的
危
機
の
現
れ

と
し
て
起
こ
る
諸
問
題
を
、
臨
床
心
理

学
の
立
場
か
ら
援
助
し
、
そ
の
解
決
の

道
を
切
り
開
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

２
０
０
１
年
４
月
か
ら
人
文
科
学
研

究
科
人
間
科
学
専
攻
に
博
士
後
期
課
程

を
設
置
。
臨
床
心
理
士
と
し
て
専
門
的

な
活
動
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
後
進
の

指
導
に
も
あ
た
る
こ
と
の
で
き
る
、
よ
り

高
度
な
専
門
的
知
識
・
技
量
を
備
え
た

新
５
号
館
完
成

全
館
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
対
応

新
５
号
館
「
学
習
情
報
プ
ラ
ザ
」

21
世
紀
の
高
度
情
報
化
社
会
に
対
応

す
べ
く
、
誕
生
し
た
の
が
全
館
マ
ル
チ

メ
デ
ィ
ア
対
応
の
新
５
号
館
「
学
習
情

報
プ
ラ
ザ
」で
す
。

学
生
が
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情

報
端
末
を
個
々
の
机
上
で
活
用
で
き
る

よ
う
、
各
講
義
室
や
ゼ
ミ
室
な
ど
の
座

席
に
情
報
コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
。
遠
隔

授
業
が
行
え
る
講
義
室
も
あ
り
、
最
新

鋭
の
情
報
教
育
施
設
・
設
備
と
快
適
な

学
習
・
生
活
環
境
を
備
え
た
、
新
時
代

の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
施
設
で
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を

鍛
え
る「
高
度
知
的
工
房
空
間
」

新
５
号
館
は
、
学
生
自
ら
が
知
的
能

力
を
高
め
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
を
も
鍛
え
る
こ
と
の
で
き

る
、
い
わ
ば
「
高
度
知
的
工
房
空
間
」。

１
階
に
は
学
生
の
就
職
活
動
を
支
援

す
る
就
職
部
や
語
ら
い
の
空
間
と
な
る

カ
フ
ェ
テ
リ
ア
、
２
階
に
は
自
由
に
利

用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
室
や
学
習
室
、
３

階
に
は
主
に
社
会
系
学
生
の
自
主
学
習

を
強
力
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
サ
イ
バ
ー
ラ

イ
ブ
ラ
リ
な
ど
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

学
内
全
体
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
も
さ
ら
に
大
き
く
向
上

自
由
利
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
や
情
報

コ
ン
セ
ン
ト
、
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
が
利
用
で

き
る
ブ
リ
ッ
ジ
を
学
内
の
随
所
に
設

置
。
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
ア
ク
セ
ス

し
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
授
業
や
自

学
自
習
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

コモンルーム�
・ゼミ室�

各階ラウンジ�

北棟� 南棟�

B1F

1F

2F

3F

4F

5F

雑誌館�

就職部�

自由利用パソコン室�

サイバーライブラリ�サイバーライブラリ�

講義室・自由利用学習室�

コモンルーム・ゼミ室�

コモンルーム・ゼミ室�屋上�

講義室� 学生ラウンジ・カフェテリア�

エレベータ�
・階段�

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て

学
習
効
果
を
高
め
る

”甲
南
Ｓ
‐
ネ
ッ
ト
“計
画

新
５
号
館
の
誕
生
を
機
に
、
学
内
に

は
よ
り
密
度
の
濃
い
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
、
キ
ャ
ン
パ
ス

全
体
が
「
高
度
情
報
空
間
」
と
呼
ぶ
に

ふ
さ
わ
し
い
環
境
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
学
生
に
と
っ
て
情
報
端
末

（
パ
ソ
コ
ン
）
は
必
要
不
可
欠
な
道
具
。

こ
う
し
た
背
景
を
受
け
て
甲
南
大
学
で

は
、
学
生
が
個
々
に
情
報
端
末
を
持
っ

て
、
大
学
や
家
庭
で
の
学
習
に
積
極

活
用
で
き
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
環
境

を
構
築
す
る
た
め
の
”甲
南
Ｓ
‐
ネ
ッ
ト

（Student
N
etw
ork

）“
を
始
動
。
こ

れ
に
よ
り
、
学
生
は
時
間
や
場
所
に
縛

ら
れ
ず
情
報
に
ア
ク
セ
ス
で
き
、
パ
ソ

コ
ン
で
の
教
員
と
の
情
報
交
換
や
質
疑

応
答
な
ど
、
学
習
面
で
も
飛
躍
的
に
高

い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

学
内
の
随
所
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
」

「
甲
南
Ｓ
‐
ネ
ッ
ト
計
画
」
の
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
に
「
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ

学内LAN
FDDI 100Mbps
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学
内
最
大
規
模
の
知
の
空
間

新 し い 設 備

情
報
教
育
環
境
の

さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
し
て

情 報 化
甲
南
Ｓ
‐
ネ
ッ
ト
計
画
始
動

新
課
程
誕
生

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

理
工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科

に「
情
報
」の
教
職
課
程
を
新
設

21
世
紀
に
ま
す
ま
す
加
速
す
る

「
情
報
化
」「
Ｉ
Ｔ（
情
報
技
術
）化
」
の

流
れ
に
対
応
し
て
、
２
０
０
３
年
度

よ
り
高
等
学
校
の
教
科
に
も
「
情
報
」

が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

甲
南
大
学
で
は
、
理
工
学
部
情
報

シ
ス
テ
ム
工
学
科
に
「
情
報
」
の
教

育
職
員
免
許
取
得
の
た
め
の
課
程
を

い
ち
早
く
設
け
ま
し
た
。
情
報
に
強
い

”次
世
代
“
を
育
て
る
人
材=

情
報
化

社
会
に
強
く
求
め
ら
れ
る
教
員
の
養

成
を
め
ざ
し
ま
す
。

高
度
な
専
門
知
識
・
技
術
を
身
に

つ
け
た
学
生
た
ち
に
と
っ
て
、
将
来

の
選
択
肢
が
さ
ら
に
広
が
り
ま
し
た
。
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甲南大学の21世紀ビジョン
新しい時代の大学教育をめざして

ム
」が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
１
９
９
７

年
か
ら
郵
政
省
と
文
部
省
に
よ
る
「
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
キ
ャ
ン
パ
ス
展
開
事

業
」
で
実
現
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
、
学
生
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
提
供

し
、
学
内
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
に
ア
ク
セ
ス

で
き
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
活
用

法
を
開
拓
す
る
も
の
。
学
生
は
学
内
の

随
所
か
ら
無
線
で
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
教

材
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
て
学

習
し
た
り
、「
遠
隔
レ
ポ
ー
ト
編
集
シ

ス
テ
ム
」を
利
用
し
て
レ
ポ
ー
ト
提
出
、

教
員
は
そ
れ
を
評
価
す
る
な
ど
、
Ｉ
Ｔ

時
代
の
先
端
を
い
く
取
り
組
み
を
始
め

て
い
ま
す
。

国
際
化
時
代
の

全
学
部
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

「
国
際
言
語
文
化
科
目
」

甲
南
大
学
で
は
国
際
化
へ
の
取
り

組
み
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。
今
年
度

か
ら
は
全
学
部
共
通
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

と
し
て
「
国
際
言
語
文
化
科
目
」
を

新
た
に
開
設
。
２
０
０
１
年
度
入
学

生
か
ら
適
用
し
ま
す
。
こ
れ
は
”外

国
語
と
文
化
を
総
合
的
か
つ
体
系
的

に
学
ぶ
“
た
め
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
。
中
級
外
国
語
お
よ
び

そ
の
関
連
科
目
を
各
コ
ー

ス
で
集
中
的
に
学
び
、
国

際
理
解
・
異
文
化
理
解
を

深
め
、
世
界
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
能
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

基礎学修�
［Preparation］�
経済・経営の基礎知識を学
修。また海外に向けた準備
期間として実践的な英語の
　修得をめざします。�

海外学修�
［Study-Abroad］�
UBの経済・経営の講義を4
科目選択。さらにKonan    
　EBAという独自の講義も�
　実施。�

実践�
［Practice］�

錬成・展開�
［Development］�
活躍中の企業人を迎えての
ワークショップ方式の授業
を実施。またOB・OGとの
　ネットワーク作りも開始。�

3年後期�2年後期�

ネット時代の新しい経営者�

組織にダイナミズムを�
与えるビジネスマン�

海外・国内のＭＢＡへ進学�

世
界
規
模
で
活
躍
で
き
る

経
営
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る

「
Ｅ
Ｂ
Ａ
総
合
コ
ー
ス
」を
新
設

甲
南
大
学
で
は
２
０
０
２
年
４
月
、

Ｅ
Ｂ
Ａ（E

con
om
ics
&
B
u
sin
ess

A
dm
inistration

）
総
合
コ
ー
ス
を
新

設
。
国
際
経
済
経
営
の
分
野
で
指
導
的

役
割
を
果
た
し
て
い
け
る
人
材
の
育
成

を
め
ざ
し
ま
す
。

１
学
年
35
名
の
徹
底
し
た

少
人
数
制
。
４
年
間
独
自
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

学
生
は
経
済
学
部
ま
た
は
経
営
学
部

に
在
籍
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校
（
Ｕ
Ｂ
）へ
の
１
年

間
の
留
学
を
含
む
４
年
間
を
独
自
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
で
学
び
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
立
大
学

バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
校（
Ｕ
Ｂ
）で
の

海
外
学
習

２
年
次
後
半
か
ら
１
年
間
、
Ｕ
Ｂ
に

留
学
。い
わ
ゆ
る
語
学
留
学
で
は
な
く
、

経
済
・
経
営
の
専
門
科
目
を
学
ぶ
た
め

の
留
学
で
す
。

日
本
で
の
実
践
的
英
語
教
育
で

海
外
留
学
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト

入
学
後
の
１
年
半
、
経
済
・
経
営
の

基
本
学
習
と
並
行
し
て
、
Ｕ
Ｂ
留
学
の

た
め
の
密
度
の
高
い
英
語
授
業
を
実

施
。Ｕ
Ｂ
か
ら
も
協
力
を
得
て
、実
践
的

な
英
語
力
の
養
成
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

情
報
機
器
を
使
い
こ
な
す

ま
ず
、
１
年
次
で
パ
ソ
コ
ン
を
徹
底

マ
ス
タ
ー
。
授
業
中
の
情
報
収
集
や
レ

ポ
ー
ト
作
成
な
ど
、
４
年
間
を
通
じ
て

情
報
機
器
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
こ

な
す
技
術
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。

実
業
界
か
ら
の
客
員
教
授
に
よ
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
授
業
の
展
開

Ｕ
Ｂ
留
学
後
の
３
年
次
後
半
か
ら
実

施
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
方
式
の
授
業

で
は
、
客
員
教
授
と
し
て
第
一
線
の
企

業
家
を
招
き
、
双
方
向
の
意
見
交
換
に

よ
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
授
業
を
展
開
し
、

一
人
ひ
と
り
が
ビ
ジ
ネ
ス
に
対
し
て
の

自
己
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
つ
く
り
あ
げ
ま
す
。

国 際 化

国
際
人
育
成
の
た
め
の

よ
り
高
度
な
試
み

経営リーダー育成 国
際
言
語
文
化
科
目
開
設

Ｅ
Ｂ
Ａ
総
合
コ
ー
ス
新
設

テ
ー
マ
は
”世
界
を
舞
台
に

活
躍
で
き
る
人
材
の
育
成
“

ニューヨーク州立大学バッファロー校

マルチメディア教材



中
国
古
筝
奏
者
・
伍
芳

ウ
ー
フ
ァ
ン

氏
が
華
麗
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
る
演
奏
会
。
女
性
合
唱
団
「
ア
モ
ロ
ー
ゾ
」
や

甲
南
高
校
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
な
ど
も
出
演
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

新
５
号
館
１
Ｆ
大
教
室

﹇
13
時
30
分
〜
16
時
00
分
﹈

演
奏
会

著
名
な
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者
・
北
村
英
治
氏
と
現
役
・
Ｏ
Ｂ

ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
の
共
演
や
甲
南
高
校
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

な
ど
、
豪
華
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ン
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
な
か
で
、

会
話
の
弾
む
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

講
堂
兼
体
育
館

﹇
16
時
00
分
〜
17
時
30
分
﹈

立
食
パ
ー
テ
ィ
ー

全
員
集
合
。「
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
」
の
掉
尾

と

う

び

を
飾
る
福
引

き
抽
選
会
を
行
い
ま
す
。
海
外
旅
行
招
待
券
の
ほ
か
、
景
品

多
数
を
用
意
し
て
、
皆
様
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

講
堂
兼
体
育
館

﹇
17
時
30
分
〜
18
時
00
分
﹈

福
引
き
抽
選
会

ク
ラ
ブ
、
ゼ
ミ
、
研
究
室
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た

恩
師
や
旧
友
た
ち
と
楽
し
く
語
ら
う
場
。
懐
か
し
い

”あ
の
顔
“に
き
っ
と
出
会
え
ま
す
。

映
画
監
督
・
大
森
一
樹
氏
を
講
師
に
迎
え
て
、「
第

1
2
6
回
現
代
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。
演
題
は

「
わ
た
し
の
人
生
案
内
」。

10
号
館
ゼ
ミ
教
室

﹇
14
時
00
分
〜
16
時
00
分
﹈

ク
ラ
ブ
・
ゼ
ミ
Ｏ
Ｂ
会

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
チ
ア
リ
ー
ダ
ー
に

よ
る
演
技
や
歌
舞
伎
文
楽
研
究
部
、
能
楽
研
究
部
な

ど
の
舞
台
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
特
設
ス
テ
ー
ジ

﹇
14
時
30
分
〜
16
時
00
分
﹈

演
舞
会

１
号
館
４
Ｆ
１
４
２
教
室

﹇
14
時
00
分
〜
15
時
30
分
﹈

講
演
会

﹇
甲
友
室
﹈
０
７
８
・
４
４
１
・
４
５
４
８

﹇
甲
友
室
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
﹈

h
ttp
://w
w
w
.ad
m
.ko
n
an
-u
.ac.jp

/561ko
yu

※
お
車
で
の
ご
来
場
は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

「
甲
南
大
学
開
学
50
周
年
記
念
式
典
」を
挙
行

同
窓
生
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

「
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
」
を
開
催

○
４
月
21
日（
土
）午
前
11
時
よ
り
、
本
学
講
堂
兼
体
育
館
に
お
い
て
、
来
賓
多
数
を
お
招

き
し
て
「
甲
南
大
学
開
学
50
周
年
記
念
式
典
」
を
挙
行
。
式
典
後
に
は
、
関
係
者
お
よ
び

招
待
者
の
親
睦
を
深
め
る
べ
く
、
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
を
新
５
号
館
で
開
催
し
ま
す
。

○
同
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
は
、
甲
南
大
学
の
卒
業
生
や
そ
の
家
族
が
楽
し
く
集
い
、
語

ら
う
、「
オ
ー
ル
甲
南
の
集
い
」
が
ス
タ
ー
ト
。
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
講
堂
兼
体
育
館
な

ど
、
キ
ャ
ン
パ
ス
全
体
を
舞
台
に
、
大
々
的
に
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

お
子
さ
ま
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
を
多
数
ご
用
意
。

●
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド

10
号
館
１
Ｆ
﹇
13
時
30
分
〜
17
時
00
分
﹈

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
初
体
験
や
初
心
者
ク
ラ
ス
、
小
中
学
生
向
け

の
ク
ラ
ス
を
準
備
。

●
パ
ソ
コ
ン
教
室

２
号
館
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
﹇
13
時
30
分
〜
16
時
00
分
﹈

■
ご
家
族
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す

1011

世
界
で
通
用
す
る

人
材
育
成
を
め
ざ
し
て

21
世
紀
、
国
際
化
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い
き
ま
す
。
世
界
を
視
野
に

入
れ
た
教
育
は
、
必
要
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
世
界
で
通
用
す
る

人
材
と
は
、
課
題
解
決
能
力
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
、

な
お
か
つ
豊
か
な
個
性
を
持
っ
た
人
間
の
こ
と
。
甲
南
大
学
で
自
分
の

個
性
を
見
つ
け
出
し
、
さ
ら
に
磨
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
プ
ロ
セ

ス
が
自
立
に
も
結
び
つ
き
、
真
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
つ
く

り
出
し
ま
す
。

社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
大
切

で
す
。
し
か
し
甲
南
大
学
で
は
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
の
ニ
ー
ズ

そ
の
も
の
を
自
ら
が
創
造
し
て
い
く
よ
う
な
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。 キ

ャ
ン
パ
ス
の
い
っ
そ
う
の
充
実

２
０
０
２
年
度
か
ら
大
学
院
社
会
科

学
研
究
科
経
営
学
専
攻
修
士
課
程
に
、

社
会
人
を
対
象
と
し
た
主
に
夜
間
開
講
の

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス（
仮
称
）を
開
設
し
ま
す
。

21
世
紀
の
高
等
教
育
機
関
と
し
て

社
会
的
要
請
に
応
え
る
と
と
も
に
、
社

会
系
の
学
部
教
育
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、将
来
に
向
け
て
甲
南
に
ふ
さ
わ
し
い

専
門
大
学
院
を
構
想
し
て
い
き
ま
す
。

２
０
０
１
年
８
月
か
ら
新
６
号
館
の

建
設
に
着
工
し
ま
す
。こ
の
建
物
に
は
、

外
国
語
教
育
の
中
核
と
な
っ
て
い
る

「
国
際
言
語
文
化
セ
ン
タ
ー
」
と
、
理

工
学
部
情
報
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
教
育

研
究
施
設
が
入
り
ま
す
。
新
６
号
館
は

２
号
館
と
連
結
さ
れ
、
情
報
教
育
研
究

セ
ン
タ
ー
と
合
わ
せ
て
、
語
学
教
育
と

情
報
教
育
が
融
合
す
る
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
教
育
ス
ペ
ー
ス
を
形
成
し
ま
す
。
完

成
は
２
０
０
３
年
２
月
の
予
定
で
す
。

在
学
生
の
課
外
活
動
の
活
性
化
お
よ

び
卒
業
生
の
利
用
の
た
め
の
施
設
と
し

て
「
大
学
甲
友
会
館
（
仮
称
）」
の
建
設

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
館
内
に
は
多
目

的
に
利
用
で
き
る
文
化
ホ
ー
ル
も
設
け

ら
れ
る
予
定
で
す
。

新
６
号
館

甲
友
会
館

経
営
学
専
攻
大
学
院
社
会
人
コ
ー
ス

2 1 世 紀 の

教 育 環 境
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株式会社ジェーシービー

園井 貴雄さん
経営学部経営学科1992年卒業

現
在
、
私
が
所
属
し
て
い
る

法
人
営
業
部
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開

発
グ
ル
ー
プ
で
は
、
主
に
大
型

事
業
法
人
に
対
す
る
、
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の

立
案
を
行
っ
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ

レ
ー
シ
ョ
ン
業
務
（
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
・

維
持
）
に
加
え
て
、
各
種
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
導
入
や
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
顧
客
企
業

の
抱
え
る
問
題
に
対
し
て
解
決

策
を
提
案
し
て
い
く
も
の
。
昨

今
で
は
あ
ら
ゆ
る
企
業
が
参
入

し
、
競
争
が
激
化
し
て
い
る
新

し
い
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。
そ

れ
だ
け
に
、
社
内
の
期
待
も
大

き
く
、
そ
れ
を
担
う
私
の
責
任

も
重
大
。
で
す
が
、
ひ
と
つ
の

仕
事
を
や
り
遂
げ
た
後
の
達
成

感
は
、
こ
の
仕
事
な
ら
で
は
の

醍
醐
味
で
す
。

甲
南
大
学
で
学
ん
だ
「
世
界

に
通
用
す
る
紳
士
た
れ
」
の
教

え
は
、
社
会
人
と
な
っ
た
今
で

も
私
の
指
針
と
な

っ
て
い
ま
す
。
自

分
を
過
信
せ
ず
、

相
手
の
意
見
を
聞
き
入
れ
る
柔

軟
な
姿
勢
が
、
自
ら
の
可
能
性

を
広
げ
ま
す
。
あ
と
は
最
後
ま

で
諦
め
な
い
強
い
意
志
と
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
あ
る
の
み
！
私
も

後
進
の
方
々
に
負
け
な
い
よ
う
、

今
後
も
自
ら
の
新
し
い
可
能
性

の
道
を
開
拓
し
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

「世界に通用する紳士たれ」の教えが、
ビジネス成功の“鍵”となっています。

ク
ラ
ブ
や
サ
ー
ク
ル
に
所
属

す
る
こ
と
な
く
過
ご
し
た
４
年

間
。
し
か
し
と
て
も
充
実
し
た

４
年
間
で
し
た
。
と
い
う
の
も

「
自
由
な
空
気
・
静
か
な
環
境
」

の
な
か
で
、
毎
日
の
授
業
や
ゼ

ミ
で
の
研
究
、
ま
た
友
人
と
の

会
話
が
、
今
と
な
っ
て
は
貴
重

な
財
産
と
な
っ
て
い
る
か
ら
で

す
。
こ
う
い
っ
た
学
生
時
代
を

過
ご
せ
た
の
も
、
甲
南
大
学
が
、

学
生
の
や
り
た
い
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
整
え
、
情
報
を
提
供

し
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
大

学
だ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
後

輩
の
皆
さ
ん
に
は
、
学
生
時
代

に
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
し
て
、

自
分
を
磨
い
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。
現
在
の
情
報
化
社
会
で

は
情
報
が
溢
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
に
振
り
回
さ
れ
な
い
こ
と

が
大
事
で
す
。
最
後
に
は
情
報

を
自
分
で
判
断
で
き
る
力
を
養

21世紀
甲南大学への
エール新世紀へ受け継がれる

甲南スピリッツ

私
は
、
中
学
・
高
校
・
大
学

と
一
貫
し
て
甲
南
学
園
で
学
び

ま
し
た
。
大
学
時
代
で
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
所

属
し
て
い
た
体
育
会
硬
式
庭
球

部
が
大
学
王
座
決
定
戦
で
優
勝

し
た
こ
と
。
こ
れ
は
16
年
ぶ
り

の
快
挙
と
し
て
、
学
長
主
催
の

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
も
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
部
の
メ
ン
バ
ー
が
一

丸
と
な
っ
て
、
ひ
と
つ
の
目
標

に
向
け
て
努
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
知
り
、
目
標
達
成
後
の

充
実
感
を
味
わ
っ
た
こ
と
は
、

社
会
に
出
る
際
の
大
き
な
足
掛

か
り
と
な
り
、
今
日
ま
で
の
支

え
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
も
う
ひ
と
つ
は
約
２

年
間
の
ア
メ
リ
カ
留
学
。
特
に

留
学
後
、
半
年
間
か
け
て
車
で

北
米
と
欧
州
諸
国
を
ひ
と
り
旅

し
た
こ
と
は
、
今
で
も
と
き
ど

き
思
い
出
し
ま
す
。
地
図
の
上

で
し
か
わ
か
ら
な
い
国
境
を
目

の
当
た
り
に
し
た
り
、
本
を
読

ん
だ
だ
け
で
は
わ
か
ら
な
い
文

化
や
人
び
と
の
暮
ら
し
を
体
験

し
た
り
…
。
語
学
だ
け
で
は
な

い
、
あ
ら
ゆ
る
「
学
び
」
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
し
た
。

私
が
思
う
甲
南
ス
ピ
リ
ッ
ツ

と
は
「
創
造
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
」。
個
性
尊
重
の
学
風
の
な

か
に
い
た
か
ら
こ
そ
、
か
け
が

え
の
な
い
経
験
や
人
と
の

出
会
い
が
得
ら
れ
た
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

商
社
で
経
理
事
務
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
金
銭
管
理
を
一
任
さ

れ
る
こ
と
で
、
会
社
か
ら
信
頼

さ
れ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
の

が
う
れ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、

総
務
的
な
役
割
も
兼
ね
て
い
ま

す
の
で
、
他
の
社
員
の
方
々
の

仕
事
を
影
で
支
え
る
と
い
う
こ

と
に
も
大
き
な
や
り
が
い
を
感

じ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
時
に

は
悩
む
こ
と
も
あ
り
、
大
学
時

代
の
友
人
に
相
談
す
る
こ
と
も

…
。
実
は
、
４
年
前
に
結
婚
し

た
主
人
も
ゼ
ミ
の
仲
間
の
ひ
と

り
。
何
で
も
話
せ
る
本
当
の
友

人
に
出
会
え
る
こ
と
も
大
学
時

代
な
ら
で
は
の
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。

私
に
と
っ
て
の
甲
南
大
学

は
”人
生
に
お
い
て
も
っ
と
も

輝
か
し
い
時
代
を
過
ご
せ
た
場

所
“。
特
に
思
い
出
深
い
の
は
、

軟
式
野
球
部
で
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
経
験
で
す
。
み
ん
な
で
ひ
と

つ
の
目
標
に
向
か
っ
て
頑
張
る

こ
と
の
大
切
さ
は
も
ち
ろ
ん
、

実
際
に
試
合
に
出
る
選
手
た
ち

を
影
で
支
え
る
と
い
う
こ
と
に

や
り
が
い
を
感
じ
ま
し
た
。「
表

舞
台
で
活
躍
す
る
よ
り
も
、
そ

の
裏
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
方
が
自

分
に
向
い
て
い
る
」。
こ
の
発
見

は
、
就
職
活
動
で
仕
事
を
選
ぶ

際
、
た
い
へ
ん
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

現
在
は
主
に
金
融
機
関
向
け

の
現
金
処
理
機
器
を
取
り
扱
う

甲
南
大
学
で
自
分
の「
得
意
分
野
」
と

生
涯
の
友
人
た
ち
に
出
会
え
ま
し
た
。
グローリー商事

株式会社

大東 泉さん
経済学部経済学科1991年卒業

象印マホービン株式会社　
代表取締役社長

市川 典男さん
経済学部経済学科1981年卒業

甲南大学の自由な校風のなかで
社会での礎を築くことができました。

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
甲

南
の
卒
業
生
は
後
輩
に
温
か
く

接
し
て
く
れ
る
の
で
多
く
の
人
の

意
見
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

現
在
、
私
の
職
場
は
関
西
支

社
鉄
鋼
部
薄
板
グ
ル
ー
プ
に
所

属
し
、
お
客
様
と
一
体
に
な
っ

て
、
取
引
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
に
必
要
不
可
欠
な
さ
ま
ざ
ま

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
他
社
と
の
厳
し
い
競
争
の

な
か
で
、
流
通
革
命
に
も
果
敢

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
ま
す
。

大
学
生
活
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
が

か
け
が
え
の
な
い
財
産
に
な
り
ま
し
た
。

三井物産株式会社勤務

樫本 淑恵さん
文学部社会学科1992年卒業
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ア
）
な
ど
を
使
っ
た
経
営
戦
略
を

取
り
上
げ
、
企
業
に
よ
る
違
い
や

ア
メ
リ
カ
と
の
比
較
、
最
近
の
動

向
な
ど
を
研
究
し
て
い
ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
発
表
は
、
年
に
２
回

〜
３
回
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
上
の
テ

レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て

行
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、

各
パ
ソ
コ
ン
上
で
同
時
に
同
じ
デ

ー
タ
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
画
期
的
な
も
の
。
従
来
の

ぺ
ー
パ
ー
に
よ
る
発
表
だ
け
で
な

く
、
最
新
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
を
併
用
す
る
こ
と
で
、
パ
ソ

コ
ン
の
活
用
能
力
を
高
め
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
に
使
用
す
る
資
料
作
成
に
は

パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
「
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
」
を
採
用
。
従
来
は
モ
ノ
ク
ロ
だ

っ
た
ス
ラ
イ
ド
画
面
に
色
や
動
き
、

音
声
な
ど
を
つ
け
る
こ
と
で
、
さ

ら
に
効
率
的
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。社

会
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
上

で
不
可
欠
と
な
る
情
報
技
術
や
、

自
ら
の
考
え
を
人
に
伝
え
る
技
法=

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育

成
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
辻
田

ゼ
ミ
。
そ
の
授
業
風
景
は
意
見
が

活
発
に
飛
び
合
う
、
ま
さ
に
生
き

た
「
実
践
授
業
」
そ
の
も
の
で
す
。

Box 
Close-up 
クラブ紹介

団
結
力
と「
押
忍
」の
精
神
で

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や

イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加

甲
南
大
學
應
援
團
は
、
１
９
５

４
年
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
団
員

は
現
在
、
男
子
10
人
、
女
子
５
人

（
吹
奏
楽
部
）。
練
習
は
腕
立
て
伏

せ
や
腹
筋
、
発
声
な
ど
を
毎
日
欠

か
さ
ず
、
昼
休
み
の
40
分
間
を
利

用
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

合
言
葉
は
「
押
忍
（
お
す
）」。

忍
ん
で
耐
え
る
、
忍
耐
な
ど
の
意

味
が
あ
り
ま
す
が
、
団
内
で
は
さ

ら
に
、
年
上
の
人
に
敬
意
を
払
い
、

団
員
で
あ
る
こ
と
の
誇
り
と
自
覚
、

責
任
を
も
っ
て
行
動
す
る
と
い
う

意
味
も
含
ん
で
い
ま
す
。
引
き
締

ま
っ
た
表
情
の
団
員
た
ち
が
大
声

で
応
援
歌
を
歌
い
、
喝
を
飛
ば
し

合
い
な
が
ら
演
舞
の
練
習
を
す
る

風
景
は
、
見
る
人
に
厳
し
い
イ
メ

今
の
時
代
に
不
可
欠
な

確
か
な
情
報
技
術
と
、

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
育
成

辻
田
ゼ
ミ
の
テ
ー
マ
は
「
Ｉ
Ｔ

（
情
報
技
術
）
時
代
に
お
け
る
企
業

の
経
営
戦
略
」。
３
・
４
年
生
、
大

学
院
生
が
一
緒
に
授
業
を
受
け
る

と
い
う
、
他
の
ゼ
ミ
に
は
類
を
見

な
い
授
業
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い

ま
す
。

真
で
し
た
。
そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る
メ

デ
ィ
ア
だ
け
で
な
く
、
シ
ャ
ー
ロ

ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
生
み
の
親
で

知
ら
れ
る
ア
ー
サ
ー
・
コ
ナ
ン
・

ド
イ
ル
卿
ま
で
も
が
そ
の
存
在
を

信
じ
、
そ
れ
を
有
名
誌
で
発
表
。

で
す
が
そ
の
後
約
60
年
た
っ
て
か

ら
、
当
事
者
自
身
が
妖
精
は
紙
で

作
っ
た
も
の
で
あ
り
、
写
真
は
ト

リ
ッ
ク
で
あ
る
と
告
白
し
た
、
と

い
う
の
が
事
件
の
あ
ら
ま
し
で
す
。

議
論
で
は
ま
ず
、
な
ぜ
少
女
た

ち
が
妖
精
の
ト
リ
ッ
ク
写
真
を
撮

っ
た
の
か
、
な
ぜ
大
人
た
ち
は
信

じ
た
の
か
な
ど
、
学
生
た
ち
が
事

件
に
対
し
て
抱
い
た
疑
問
を
討
論

ー
ジ
を
与
え
ま
す
が
、
打
ち
上
げ

な
ど
の
場
で
は
い
た
っ
て
和
や
か
。

甲
南
大
學
應
援
團
で
は
、
強
い
団

結
力
と
け
じ
め
の
あ
る
活
動
を
常

に
心
が
け
て
い
る
の
で
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
後
、
神
戸

に
震
災
遺
児
の
心
を
い
や
す
家

「
レ
イ
ン
ボ
ー
ハ
ウ
ス
」
の
建
設
を

呼
び
か
け
る
「
あ
し
な
が
学
生
募

金
」
に
参
加
。
そ
の
活
動
は
マ
ス

コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
１
９

９
６
年
度
に
は
父
母
の
会
の
「
金

甲
賞
」（
１
年
間
を
通
じ
て
顕
著
な

活
動
を
行
っ
た
団
体
に
贈
ら
れ
る
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

学
内
行
事
だ
け
で
な
く
、
消
防

署
で
行
わ
れ
る
放
水
大
会
で
の
演

舞
や
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
な

ど
、
活
躍
の
範
囲
は
年
々
着
実
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。

し
あ
う
場
を
設
け
、
次
に
当
時
の

イ
ギ
リ
ス
の
時
代
背
景
や
生
活
習

慣
、
風
習
、
子
供
へ
の
し
つ
け
、

教
育
へ
の
考
え
方
な
ど
を
理
解
し
、

事
件
が
起
こ
っ
た
要
因
を
多
方
向

か
ら
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

自
ら
を
時
間
旅
行
の
ガ
イ
ド
役
、

と
い
う
井
野
瀬
教
授
は
、
学
生
の

”学
ぶ
自
主
性
“を
大
切
に
し
た
い
と

語
り
ま
す
。
学
生
た
ち
が
興
味
を

抱
い
た
事
柄
の
ル
ー
ツ
を
探
る
こ

と
で
歴
史
を
紐
解
い
て
い
く
。
一

種
、
謎
解
き
に
も
似
た
ユ
ニ
ー
ク

な
研
究
風
景
は
、
教
授
と
学
生
間

の
意
見
交
換
が
活
発
で
、
常
に
笑

い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
。

理学部経営理学科
辻田忠弘教授

『辻田ゼミ』

Seminar

文学部英語英米文学科
井野瀬久美恵教授

『イギリス文化史研究室』

Laboratory

体育系

『甲南大學應援團』

Box Close--up

学
生
た
ち
が
興
味
を
抱
く

テ
ー
マ
を
出
発
点
に
、

歴
史
を
紐
解
く
”時
間
旅
行
“へ

近
代
イ
ギ
リ
ス
の
文
化
と
社
会

を
核
に
、
世
界
中
の
文
化
や
社
会
、

伝
統
な
ど
に
も
興
味
や
探
究
心
、

知
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
目
的

と
す
る
イ
ギ
リ
ス
文
化
史
研
究
室
。

教
授
自
身
の
研
究
の
主
な
視
点
は
、

１
９
０
０
年
前
後
の
イ
ギ
リ
ス=

大

学生の目線で巡る
甲南大学

甲 南
Campus
TourSeminar

ゼ ミ 訪 問

授
業
で
は
、
サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー

ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
取
引
先
と
の

製
品
の
発
受
注
や
資
材
・
部
品
の

調
達
、
生
産
、
配
達
な
ど
を
Ｉ
Ｔ
を

利
用
し
て
統
合
的
に
管
理
し
、
企

業
収
益
を
高
め
よ
う
と
す
る
管
理

手
法
）
や
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
・
リ

ソ
ー
ス
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（
全
社

的
業
務
管
理
や
、
会
社
全
体
の
経

営
資
源
の
計
画
的
な
活
用
を
は
か

る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ

Laboratory
研究レポート

英
帝
国
に
あ
り
、
そ
こ
で
は
今
の

イ
ギ
リ
ス
に
続
く
君
主
制
や
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
、
動
物
愛
護

の
考
え
方
な
ど
が
誕
生
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
新
し
い
考
え
方
が

ど
の
よ
う
な
時
代
を
背
景
に
し
て

生
ま
れ
た
の
か
、
そ
の
と
き
、
人

び
と
は
ど
ん
な
暮
ら
し
を
送
っ
て

い
た
の
か
…
な
ど
、
思
考
の
枝
葉

を
無
限
に
広
げ
て
い
く
こ
と
で
、

学
生
の
研
究
の
奥
行
き
を
も
広
げ

て
い
き
ま
す
。

た
と
え
ば
、
教
授
の
指
導
の
下
、

ゼ
ミ
生
の
ひ
と
り
が
選
ん
だ
テ
ー

マ
は
「
コ
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
の
妖
精

事
件
」。
こ
と
の
始
ま
り
は
１
９
１

７
年
の
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ
ー
ク
シ
ャ

ー
の
コ
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
村
で
、
２

人
の
少
女
が
撮
影
し
た
妖
精
の
写
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平
成
13
年
度
一
般
入
学
試
験
志
願
者
数

前
年
比
8.1
％
増
の
２
万
４
９
２
７
人

平
成
13
年
度
の
一
般
入
学
試
験
志
願
者
数
は
、

Ａ
日
程
が
１
万
２
２
０
０
人
で
、
前
年
に
比
べ
７

０
６
人
の
増
、
Ｂ
日
程
が
６
５
０
２
人
で
、
６
４
９
人
の
増
、

Ｂ
日
程
Ｓ
方
式
は
３
４
９
人
で
、
19
人
の
減
、
Ｃ
日
程
は
３
０

５
３
人
で
、
１
２
９
人
の
増
、
Ｄ
日
程
は
２
８
２
３
人
で
、
３

９
３
人
の
増
。
結
果
、
Ａ
日
程
〜
Ｄ
日
程
の
志
願
者
総
数
は
１

８
５
８
人（
8.1
％
）増
の
２
万
４
９
２
７
人
で
し
た
。

学
部
別
に
見
る
と
、
文
学
部（
2.2
％
減
）と
経
営
学
部（
2.1
％

減
）が
前
年
を
下
回
っ
た
も
の
の
、
経
済
学
部（
23.2
％
増
）や
理

工
学
部（
20.0
％
増
）、
法
学
部（
11.3
％
増
）は
持
ち
直
し
の
傾
向
に

あ
り
、
受
験
人
口
の
減
少
や
不
況
に
よ
る
国
公
立
大
志
向
、
併

願
の
絞
り
込
み
に
よ
る
本
学
の
志
願
者
総
数
の
減
少
に
回
復
の

兆
し
が
み
ら
れ
ま
す
。

※
Ｄ
日
程
は
、
追
加
合
格
発
表
に
よ
る
出
願
辞
退
が
あ
る
た
め
、
２
月
28
日
現
在
の

志
願
者
数
で
す
。

体
育
会
祝
勝
会
・
文
化
会
顕
彰
会
・

父
母
の
会
課
外
活
動
表
彰
式
を
行
う

２
月
21
日
、
学
友
会
館
３
階
の
バ
ン
ケ
ッ
ト
ル
ー
ム
で
、
平

成
12
年
度
の
体
育
会
祝
勝
会
・
文
化
会
顕
彰
会
・
父
母
の
会
課

外
活
動
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

学
生
部
主
催
の
祝
勝
会
・
顕
彰
会
は
こ
の
１
年
間
、
め
ざ
ま

し
い
活
躍
を
み
せ
た
学
内
団
体
を
招
待
し
、
そ
の
労
を
ね
ぎ
ら

う
も
の
で
、
学
年
末
を
飾
る
恒
例
行
事
と
し
て
学
生
ら
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
父
母
の
会
に
よ
る
課
外
活
動
表
彰
式

は
、
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
で
優
れ
た

業
績
を
挙
げ
た
学
生
や
学
内
団
体
の
栄
誉
を
た
た
え
、
表
彰
状

と
助
成
金
を
贈
る
も
の
で
、「
金
甲
賞
」
と
称
し
て
い
ま
す
。
本

TOPICS

年
度
で
７
回
目
に
な
り
ま
す
。

会
に
は
理
事
、
教
職
員
を
は
じ
め
、
各
部
の
代
表
な
ど
約
80

人
が
出
席
。
祝
勝
会
・
顕
彰
会
招
待
団
体
の
紹
介
、
金
甲
賞
受

賞
者
の
選
考
報
告
に
続
き
、
片
山
勉
父
母
の
会
会
長
よ
り
１
人

４
団
体
に
表
彰
状
と
助
成
金
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
の
祝

宴
で
は
、
各
部
の
指
導
者
と
学
生
た
ち
が
、
今
後
の
活
躍
を
誓

い
合
っ
て
い
ま
し
た
。

祝
勝
会
に
招
待
さ
れ
た
団
体
は
、
弓
道
部
、
サ
ッ
カ
ー
部
、

柔
道
部
、
馬
術
部
、
以
上
４
団
体
。
顕
彰
会
に
招
待
さ
れ
た
団

体
は
、
歌
舞
伎
文
楽
研
究
部
、
探
検
部
、
演
劇
部
、
観
光
事
業

研
究
会
、
民
俗
研
究
会
、
書
道
部
甲
墨
会
、
女
声
合
唱
団
ア
モ

ロ
ー
ゾ
、
茶
華
道
料
理
部
道
心
会
、
以
上
８
団
体
。

【
金
甲
賞
受
賞
】（
か
っ
こ
内
は
受
賞
理
由
）

文
学
部
人
間
科
学
科
３
年
・
奥
村
祐
加
さ
ん（「
ド
イ
ツ
語
弁

論
大
会
」
弁
論
・
暗
誦
の
部
優
勝
）、
体
育
会
剣
道
部（
関
西
学

生
剣
道
優
勝
大
会
で
男
子
団
体
準
優
勝
）、
体
育
会
軟
式
野
球

部（
近
畿
六
大
学
春
季
リ
ー
グ
戦
優
勝
）、
体
育
会
釣
同
好
会

（
全
日
本
学
生
釣
魚
連
盟
関
西
支
部
春
季
ル
ア
ー
大
会
優
勝
・

坊
忠
秀
さ
ん
ほ
か
）、
文
化
会
マ
ン
ド
リ
ン
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ（
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
鶴
林
園
で
の
演
奏
会
や
マ
ン
ド
リ
ニ
ス

ト
を
招
い
て
の
技
術
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み
）

体
育
会
軟
式
野
球
部
が
タ
イ
へ
海
外
遠
征

体
育
会
軟
式
野
球
部
が
タ
イ
・
ア
マ
チ
ュ
ア
野
球
連
盟（
Ａ

Ｂ
Ａ
Ｔ
）の
招
待
を
受
け
、
平
成
12
年
12
月
４
〜
10
日
ま
で
タ

イ
を
訪
問
し
、
親
善
試
合
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
甲
南
大
学
チ
ー
ム
の
圧
勝
。
試
合
後
に
は
関
係
者
が

一
同
に
集
う
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
、
両
チ
ー
ム
が
互

い
の
健
闘
を
た
た
え
合
い
、
親
善
友
好
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

Box 
Close-up 
クラブ紹介

全
国
の
大
学
が
集
ま
る

コ
ン
テ
ス
ト
で
10
位
入
賞
！

さ
ら
な
る
活
躍
に
期
待

１
９
９
９
年
に
文
化
会
軽
音
楽

部
か
ら
独
立
し
、
現
在
62
人
（
男

子
38
人
、
女
子
24
人
）
の
部
員
が

所
属
す
る
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
。
17
人

の
選
抜
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
る
「
ニ
ュ

ー
ポ
ー
ト
ス
イ
ン
グ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

や
、
誰
で
も
自
由
に
参
加
で
き
る

「
ビ
ッ
グ
マ
ウ
ン
テ
ン
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
」
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
形
態
の
バ
ン

ド
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ
ン

ド
の
ス
タ
イ
ル
も
、サ
キ
ソ
フ
ォ
ン
、

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、

リ
ズ
ム
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン
を
15
人

〜
20
人
で
編
成
す
る
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
や
、
４
〜
５
人
編
成
の
コ
ン
ボ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
。
練
習
日
の
指
定
は

特
に
な
く
、
各
バ
ン
ド
の
ペ
ー
ス

に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
ま
す
。

毎
年
８
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ

る
「
山
野
Ｂ
ｉ
ｇ
Ｂ
ａ
ｎ
ｄ
Ｊ
Ａ
Ｚ

Ｚ
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
、
甲
南
大
学
Ｊ

Ａ
Ｚ
Ｚ
研
究
会
を
代
表
し
て
「
ニ
ュ

ー
ポ
ー
ト
ス
イ
ン
グ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

が
参
加
。
１
９
９
８
年
か
ら
、
３

年
連
続
出
場
の
記
録
を
樹
立
し
ま

し
た
。
全
国
の
大
学
に
あ
る
Ｊ
Ａ

Ｚ
Ｚ
バ
ン
ド
が
実
力
を
競
い
合
う

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
界
の
”甲
子
園
“
の
よ
う
な

も
の
で
、
昨
年
は
見
事
10
位
に
入

賞
！
今
年
の
４
月
21
日
・
22
日
に
大

阪
で
開
催
さ
れ
る
「
公
文
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
も
参
加
が
決

定
し
て
お
り
、
そ
こ
で
の
成
果
に

も
期
待
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
れ
ら
の
活
動
情
報
な
ど
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
随
時
掲
載
。
ぜ
ひ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

http://w
w
w
.geocities.co.jp/H

eart
Land/6004/

文化系

『JAZZ研究会』

Box Close--up

ブック 

 紹 介�
甲南大学の教員が執筆した

『明治地方財政史　第一巻
明治維新と地方財政』

高寄昇三著
勁草書房　￥5,000（税別）

『デリバティブ会計と
ヘッジ戦略　FASB編』
古賀智敏・河　照行　訳者代表
東洋経済新報社 ￥4,000（税別）

『マネー・マーケットの大潮流　
国際金融資本市場の動向を展望』
加野忠・砂村賢・湯野勉著
東洋経済新報社 ￥1,800（税別）

『はじめての中国語
会話ツール24』
胡金定・吐山明月著
同学社 ￥2,400（税別）

甲南学園では、2001年という新世紀の始まりに、学園（甲南大学・甲南高
等学校・甲南中学校）を表す統一マークと文字タイプを設定。統一マーク
のデザインは、世界的に活躍された神戸出身の芸術家・菅井汲画伯によ
るもので、旧制甲南高校の校章の「かぶと」をモチーフにしています。

甲南学園ロゴ
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お 便 り 募 集 の お 知 ら せ �

就職活動最前線レポート
●「キャンパスのグローバル
スタンダードって何だろう？」

編
集
後
記

激
動
の
20
世
紀
に
別
れ
を
告
げ
、

21
世
紀
を
迎
え
た
と
思
っ
た
の
も
つ

か
の
間
、
早
く
も
桜
の
便
り
が
届
く

季
節
と
な
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
、「
光

陰
矢
の
ご
と
し
」。
月
日
の
流
れ
の
早

さ
に
は
、
た
び
た
び
驚
か
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
▼
年
度
の
締
め
を

飾
る
特
別
企
画
「
甲
南
大
学
の
21
世

紀
ビ
ジ
ョ
ン
」
は
い
か
が
で
し
た
か
。

め
ま
ぐ
る
し
く
変
動
す
る
社
会
に
対

応
す
べ
く
、
甲
南
大
学
は
さ
ま
ざ
ま

な
試
み
を
実
現
さ
せ
て
い
る
こ
と
が

お
わ
か
り
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

▼
次
年
度
は
年
間
５
回
の
発
行
を
予

定
。
さ
ら
に
内
容
の
充
実
を
は
か
り

「
甲
南
大
学
の
今
」
を
よ
り
詳
し
く
お

伝
え
し
ま
す
。
▼
ご
意
見
・
ご
希
望

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
小
誌
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

［発行日］2001年3月15日　　

［発　行］甲南学園広報室　
〒658-8501 
神戸市東灘区
岡本8丁目9-1
TEL（078）431-4341（代）

［印　刷］大日本印刷株式会社

●特集

2001年4月下旬発行予定

●
子
供
が
留
学
を
希
望
し
て
お
り
、
語
学
の
勉
強
を
頑

張
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
特
集
は
、
甲
南
大
学
の
留

学
制
度
や
留
学
生
活
が
よ
く
わ
か
り
、
大
変
参
考
に
な

り
ま
し
た
。（
匿
名
希
望
）

●
甲
南
大
学
の
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
唯
一
の
冊

子
で
す
の
で
、
毎
号
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ブ

の
紹
介
や
食
堂
で
の
様
子
な
ど
、
学
生
が
大
学
で
ど
の

よ
う
に
過
ご
し
て
い
る
の
か
が
知
り
た
い
で
す
。

（
兵
庫
県
　
法
学
部
・
母
）

●
甲
南
Ｔｏ
ｄ
ａ
ｙ
は
、
よ
く
ま
と
め
て
あ
る
冊
子
だ
と

思
い
ま
す
。
教
授
や
講
師
の
紹
介
や
面
白
い
学
生
な
ど

を
取
り
上
げ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
兵
庫
県
　
文
学
部
・
父
）

●
甲
南
学
園
の
20
世
紀
は
、
古
い
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
て

い
く
今
日
、
と
て
も
よ
い
企
画
だ
と
思
い
ま
す
。
ま
た

今
回
の
特
集
は
、
私
が
学
生
時
代
に
訪
れ
た
イ
リ
ノ
イ

大
学
の
様
子
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
、
楽
し
く
読
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
兵
庫
県
　
経
営
学
部
・
父
）

●
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
大
学
、
ト
ゥ
ー
ル
大
学
と
協
定
が
結

ば
れ
た
こ
と
な
ど
、
積
極
的
に
海
外
交
流
を
展
開
し
て

い
る
甲
南
大
学
の
取
り
組
み
が
と
て
も
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。
今
後
も
期
待
し
て
い
ま
す
。（
匿
名
希
望
）

●
学
生
の
日
常
生
活
が
よ
く
わ
か
り
楽
し
く
読
ま
せ
て

皆
様
か
ら
の�

お
便
り
で
つ
く
る�

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス�

「甲南 Today」では、皆様からのお便りを

募集しています。お寄せいただいたお便り

をもとに、誌上で皆様との交流を深めてま

いりたいと思います。本誌同封のはがきに

ご意見等ご記入のうえ、お送りください。

甲
南
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
便
り
で
つ
く
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
皆
様
と
甲
南
Ｔ
ｏ
ｄ
ａ
ｙ
、
さ
ら
に
ご
父
母
の
間
を
結
ぶ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

今
回
は
、
第
３
号（
特
集
「
甲
南
大
学
の
国
際
化
ー
進
む
国
際
化
と
国
際
教

育
」）に
対
し
て
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
の
声
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。
理
学
部
が
理
工
学
部
に
改
編
さ
れ

る
な
ど
、
今
後
の
甲
南
大
学
の
発
展
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。（
広
島
県
　
経
営
学
部
・
母
）

●
子
供
が
下
宿
し
て
い
る
の
で
、
普
段
、
ど
ん
な
生
活

を
し
て
い
る
の
か
、
ま
っ
た
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
甲
南

Ｔｏ
ｄ
ａ
ｙ
を
通
し
て
、
学
生
の
生
活
や
大
学
の
様
子
が

少
し
で
も
わ
か
り
、
大
変
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

（
愛
媛
県
　
経
済
学
部
・
父
）

●
甲
南
大
学
の
国
際
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
留
学
先
で

の
学
生
の
様
子
な
ど
、
体
験
談
を
通
し
て
わ
か
り
や
す

く
紹
介
さ
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

（
大
阪
府
　
経
営
学
部
・
父
）

●
ゼ
ミ
や
研
究
室
の
紹
介
、
Ｋ
ｏ
ｎ
ａ
ｎ
Ｓｐ
ｉｒ
ｉ
ｔｓ
の

記
事
が
、
特
に
面
白
か
っ
た
で
す
。
Ｏ
Ｂ
の
動
向
が
気

に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
、
そ
う
い
っ
た
記
事
を
増
や

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
兵
庫
県
　
理
学
部
・
父
）

●
今
回
の
特
集
は
、
留
学
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
大
変
面
白
か
っ
た
で
す
。
私
も
行
っ
て
み
た
く
な
り

ま
し
た
。
今
後
、
い
ろ
い
ろ
な
学
生
の
生
活
ぶ
り
が
知

り
た
い
の
で
取
り
上
げ
て
欲
し
い
で
す
。

（
兵
庫
県
　
法
学
部
・
母
）

そ
の
他
、
多
数
の
ご
意
見
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

〈お詫びと訂正〉
甲南Today No.3に2カ所、誤りがあり
ました。お詫びし、次のとおり訂正さ
せていただきます。
P.7 マードック大学（オーストラリア）
の説明文は『創立は1973年と比較的新
しい国立大学。温暖な気候で知られる
パースにあり、留学生の数は、学生全
体の1割を占めるほど国際色にあふれた
大学です。●外国留学5名』に訂正。
P.15『中井久夫共著論集』は『中井久夫共
著論集分裂病/強迫症/精神病院』に訂正。

●企業研究セミナー●
現在、2001年度新卒就職希望学
生を対象に、各企業が個別に説
明を行う「企業研究セミナー」
を開いています。セミナーは1日
2回、各90分を予定しています。

●期　　 間：3月23日（金）まで
●Bセミナー：13時30分開始
●Cセミナー：16時開始

文
化
会
能
楽
研
究
部
が

創
部
五
十
周
年
記
念
舞
台
を
開
催

文
化
会
能
楽
研
究
部
は
平
成
12
年
12
月
17
日
、
大
阪

能
楽
会
館
で
創
部
五
十
周
年
記
念
舞
台
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
狂
言
「
文
荷
」・「
口
真
似
」・「
附
子
」
や

能
楽
「
船
弁
慶
」・「
安
達
原
」
な
ど
で
完
成
度
の
高
い

演
技
を
披
露
。
満
員
御
礼
の
会
場
か
ら
は
盛
ん
な
拍
手

が
沸
き
起
こ
り
ま
し
た
。

師
匠
の
厳
し
い
指
導
を
受
け
て
、
連
日
連
夜
に
及
ぶ
稽
古
を

積
み
重
ね
て
き
た
と
い
う
学
生
た
ち
。今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

「
現
代
人
と
母
性
」
を
テ
ー
マ
に
開
催

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
の
第
２
回

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
２
月
25
日
、「
現
代

人
と
母
性
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
第
１
部
は
、
吉
沢
英
成
学

長
の
あ
い
さ
つ
と
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン

タ
ー
所
長
で
京
都
大
学
名
誉
教
授
の
河
合
隼

雄
氏
の
基
調
講
演
。
続
く
第
２
部
は
、
聖
マ
リ
ア
病
院
母
子
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
所
長
の
橋
本
武
夫
氏
ら
に
よ
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
周
産
期
に
お
け
る
母
性
の
育
み
」。
母
性
の
誕
生
す
る
原

点
と
し
て
の
周
産
期
に
光
を
当
て
、
産
婦
人
科
、
小
児
科
、
助

産
、
育
児
相
談
の
第
一
線
の
現
場
か
ら
報
告
し
、
医
療
人
類
学

と
い
う
広
い
視
野
か
ら
も
総
合
的
に
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

就 　 職 　 情 　 報 ２
０
０
１
年

４
月
５
日（
木
）

９
日（
月
）

16
日（
月
）

21
日（
土
）

７
月
13
日（
金
）

14
日（
土
）

16
日（
月
）

30
日（
月
）

21
日（
土
）

23
日（
月
）

30
日（
月
）

31
日（
火
）

９
月
20
日（
木
）

９
月
20
日（
木
）

前
　
期

後
　
期

９
月
21
日（
金
）

11
月
21
日（
水
）

25
日（
日
）

12
月
22
日（
土
）

24
日（
月
）

２
０
０
２
年

１
月
６
日（
日
）

１
月
７
日（
月
）

10
日（
木
）

11
日（
金
）

12
日（
土
）

15
日（
火
）

30
日（
水
）

22
日（
火
）

23
日（
水
）

30
日（
水
）

３
月
25
日（
月
）

～～～～

■
２
０
０
１（
平
成
13
）年
度
の
学
事
日
程

３
月

４
月

５
月

EVENT GUIDE

■新5号館建設竣工式（3/22）
■2000年度卒業証書・学位記授与式（3/24）

■2001年度入学宣誓式（4/5）
■父母の会新入会員歓迎会（4/5）
■自治会オリエンテーション（4/5）
■新歓祭（4/5・4/6）
■春季オープン・キャンパス（4/8）
■2001年度講義開始（4/9）
■受講届受付（4/16）
■甲南学園創立記念日（4/21）
■甲南大学開学50周年記念式典（4/21）
オール甲南の集い（4/21）
■第126回現代講座（4月21）
■第45回甲南大学対学習院大学
運動競技総合定期戦開会式（4/28）
■第28回甲南キャンプ（4/28～4/30）
■前期社会人講習会「言語講座」（4/28～7/7）

■第32回学館祭（5/14～5/19）
■春期公開講座（5/19～6/23）
■第127回現代講座
■自治会中央委員選挙

SCHEDULE

～ ～

●
春
期
公
開
講
座
受
講
者
募
集

「
女
性
―
豊
饒
な
力
と
華
麗
な
る
輝
き
」（
仮
題
）

【
開
講
日
時
】
５
月
19
日（
土
）〜
６
月
23
日（
土
）毎
土
曜
日

全
６
回
　
13
時
30
分
〜
15
時
00
分
　

【
定
　
　
員
】
２
０
０
名（
社
会
人
対
象
）

【
開
催
場
所
】
甲
南
大
学
１
号
館
２
階
１
２
２
講
義
室
　

【
講
　
　
師
】
井
野
瀬
久
美
恵
教
授
・
上
村
邦
子
教
授
・
川
田
都

樹
子
助
教
授
・
高
石
恭
子
助
教
授
・
西
田
英
樹
教

授
・
脇
田
晴
子
滋
賀
県
立
大
教
授
（
五
十
音
順
）

【
受

講

料
】
３
０
０
０
円（
６
回
分
、
テ
キ
ス
ト
等
資
料
代
・
傷

害
保
険
料
・
消
費
税
を
含
む
）

【
受
付
期
間
】
４
月
16
日（
月
）〜
４
月
25
日（
水
）（
予
定
）

【
申
込
方
法
】
往
復
は
が
き
で
広
報
室
ま
で

﹇
お
知
ら
せ
﹈

●「
第
47
回
卒
業
証
書
授
与
式
」・「
学
位
記
授
与
式
」
挙
行

３
月
24
日（
土
）午
前
10
時
か
ら
、本
学
講
堂
兼
体
育
館
で
「
第
47
回
卒

業
証
書
授
与
式
」
お
よ
び
「
学
位
記
授
与
式
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
卒
業

生
の
皆
様
は
午
前
９
時
30
分
ま
で
に
式
場
内
へ
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

●
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

本
学
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る
、
ア
メ
リ
カ
・

カ
ナ
ダ
・
イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
ド
イ
ツ
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
か
ら
の
留
学
生
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
甲
南
大
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
・
４
５
２
・
１
６
４
１
）。

予告

～

入
学
宣
誓
式

２
０
０
１
年
度

講
義
開
始

受
講
届
受
付

学
園
創
立
記
念
日

大
学
開
学

50
周
年
記
念
式
典

前
期
講
義
終
了

補
講
日

前
期
試
験（
予
定
）

大
学
院
前
期
講
義
終
了

大
学
院
前
期
試
験（
予
定
）

夏
期
休
暇

前
期
末
卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式

～

後
期
講
義
開
始

大
学
祭
（
予
定
）

講
義
一
旦
終
了

冬
期
休
暇

講
義
再
開

２
０
０
１
年
度

講
義
終
了

補
講
日

後
期
試
験（
予
定
）

大
学
院

２
０
０
１
年
講
義
終
了

大
学
院
後
期
試
験（
予
定
）

卒
業
証
書
・

学
位
記
授
与
式

Succession Picasso,Paris & BCF,Tokyo,2000Ｃ


